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パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

人
気
の
車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
、
中
条
小
学

校
６
年
生
・
井
上
小
学

校
４
年
生
で
体
験
し
ま

し
た
。

※
7
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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バ
ス
ケ
ッ
ト
体
験

ミニゲーム！
シュート

入るかな？

鬼ごっこ！
半田選手を

捕まえよう！

中条小学校

車
輛
寄
付
（
12
月
2
日
）

　

第
48
回
生
命
保
険
協
会

福
祉
募
金
贈
呈
式
に
て
、

一
般
社
団
法
人
生
命
保
険

協
会
石
川
県
協
会
よ
り
、

軽
自
動
車
（
ア
ル
ト
）
の

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
附
金
贈
呈
（
12
月
17
日
）

　

明
治
安
田
生
命
津
幡
営

業
所
よ
り
、
津
幡
町
の
生

活
困
窮
者
支
援
を
目
的
に

寄
附
金
を
頂
き
ま
し
た
。

ありがとう
ござ
いま

した！



　

52,976,537 円

（自主事業含む）　
15,375,250 円

26,419,885 円
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事業報告

決算報告

令和 2 年度  津幡町社会福祉協議会     決算・事業報告
寄附金収入  0.3%

収　入 52,976,537
寄附金収入 133,082
補助金収入 15,053,640
受託金収入 26,357,300
その他収入 556,080
前期末支払資金残高 10,876,435

支　出 52,976,537
法人運営事業 8,258,477
地域福祉活動推進事業 206,477
心配ごと相談事業 350,365
ボランティアセンター管理事業 6,381,114
地域ささえあい事業 178,817
安心生活基盤構築事業 332,092
介護支援ボランティアポイント事業 2,632,822
地域介護予防活動支援事業 3,894,446
生活支援体制整備事業 6,298,337
生活福祉資金貸付事業 1,211,261
学習支援事業 1,609,477
福祉サービス利用支援事業 859,585
子育て支援事業 4,983,269
子育てサポートセンター事業 4,598,596
当期末支払資金残高 11,181,402

( 単位：円 )

寄附者 単位：円

匿名（10 件） 28,000
浅田 65,000
小坂  武義 10,000
斉藤  貴史 10,000
髙本  治 10,000
西  廣俊 1,500
女性会書道夜の部 ( いきいきサロンへ ) 8,582

【法人運営事業】
●理事会 (2)･ 評議員会 (2)･ 評議委員選任・

解任委員会 (2) 監査会 (1) の開催
●たすけあい金庫貸付（5 件、貸付金 96 千円）
●第 12 回津幡町社会福祉大会開催
●社協だよりの発刊 ( 年 2 回発行 )
●寄贈品の配給
　生活困窮者 (18)、学童保育 (69)､ 福祉団体

(4)､ 福祉施設 (19)

【地域福祉活動推進事業】
●福祉活動推進事業
・第２期津幡町社会福祉活動 

計画中間評価

●ボランティア活動支援
・ボランティア基礎講座、災害ボランティア講

座の開催　
・ボランティア相談 ､ 斡旋 ､ 登録 ( ボランティ

ア登録 37 団体 2,490 人、個人 9 人 )
・ジュニアボランティア活動普及事業「子ど

もができるボランティア ( 災害編 ) ／笠野・
英田小学校」

・児童ボランティア活動普及事業協力校 ( 車い
すバスケットボール体験／井上・中条小学
校 )

●心配ごと相談事業
・弁護士・司法書士・行政書士無料法律相談 ( 相

談件数 53 件 )
・心配ごと・行政相談 ( 相談件数 1 件 )
●地域ささえあい事業
・利用会員 17 人、協力会員 15 人、活動件数

381 件
・地域ケア会議・担当者会議 (5 回 )
●地域介護予防活動支援事業 （町委託）
・津幡町いきいきサロン連絡会の活動支援 ( サ

ロン 63 箇所 )
・各地区ネットワーク委員会による生活支援・

介護予防活動の支援
●生活支援体制整備事業 （町委託）
・生活支援体制づくり
●福祉サービス利用支援事業（県社協委託）
・福祉サービス利用支援 ( 延べ 129 回 )
・生活支援員の育成（新規 2 名）権利擁護講座

(1 回 )
●生活福祉資金貸付事業 （県社協委託）
・相談件数 238 件、県社協貸付件数 102 件
●介護支援ボランティアポイント事業（町委

託）
・介護支援ボランティア登録者 360 人、ポイ

ント交換者 153 人、受入施設等 84 ヶ所
●学習支援事業（県・町委託）
・サマースクール ( 小学生 4 人延べ 5 回）
・学習教室 ( 中学生 7 人延べ 20 回 )

【親子支援センター事業】
●子育て支援事業（町委託）
・親子支援センター運営 ／児童センター利用

者数（保護者 778 人）、（子ども 810 人）
・中条地区「つどいのひろば」18 回／利用者

数（保護者 127 人）、（子ども 127 人）
●ファミリー・サポート・センター事業（町

委託）
・ファミリーサポートセンター運営 ( 利用会員

20名､サポート会員18名､利用件数79件)
・多胎児家庭応援事業（利用者 2 世帯、17 時間）
・子育てサポーター養成講座及び研修会の開催

補助金収入  28.4%

受託金収入  49.8%

その他収入 1.0%

前期末支払資金残高  20.5%

法人運営 53.7%

地域福祉活動推進 1.3%

心配ごと
　相談 2.3%

ボランティア
センター管理
 41.5%

地域ささえあい 1.2%

52,976,537 円
　( うち当期末支払資金残高  11,181,402 円）

安心生活基盤構築 1.3%

介護支援
ボランティア
ポイント 10.0%

地域介護
　予防活動14.7%

生活支援
　体制整備 23.8%

生活福祉資金貸付 4.6%学習支援 6.1%

福祉サービス
利用支援 3.3%

子育て支援 
18.9%

ファミリーサポート
センター
 17.4%

52,976,537 円

収 入

補助事業

受託事業

　令和２年度に津幡町社会福
祉協議会へご寄付いただきま

した。寄付金は、津幡町の社会福祉活
動事業及びボランティア活動で役立た
せて頂きます。

収 入

支 出
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共同募金
ありがとう！ 令和３年度　

赤十字

津幡町共同募金委員会

令和３年度募金総額  
2,880,721 円

《募金箱 2店舗設置》

在宅障害児 73 世帯
高齢施設入所者 335 名
障害施設通所・入所者 106 名
在宅要介護世帯　 127 世帯
母子父子世帯 73 世帯
いきいきサロン運営費 59 箇所

皆様の温かい募金が
地域のチカラとなっています。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
助

成
は
、
12
月
に
開
催
さ
れ
た
審

査
委
員
会
に
て
下
記
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
幡
町
民
の
皆
様
か
ら
の
温

か
な
募
金
は
次
の
対
象
者
に
配

付
さ
れ
ま
し
た
。　

    

赤
い
羽
根
共
同
募
金

   

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

日本赤十字社石川県支部津幡町分区

・令和 3 年長野県茅野市土石流災害義援金
・令和 3 年 8 月大雨災害義援金
・令和 2 年 7 月豪雨災害義援金
・平成 30 年 7 月豪雨災害義援金

令
和
3
年
10
月
29
日
（
金
）

　

津
幡
中
学
校
学
校
祭

で
、
赤
十
字
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
赤
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

北
村
氏
が
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
10
年
」
と
題
し
て

の
講
演
と
、
日
赤
石
川
県

支
部
磯
部
氏
が
応
急
処
置

（
止
血
）
の
方
法
を
紹
介

し
ま
し
た
。

▼災害義援金／募金を受け付け中！

【助成先】

【歳末たすけあい募金＆
    NHK 海外たすけあい募金】

 令和３年度募金総額 　2,004,903 円

▲ 学童保育制作の募金箱

戸別募金 1,629,412 円
職域募金 139,254 円
法人募金 15,000 円
学校募金 76,171 円
その他募金 145,066 円

《学校募金 9校協力》

▲ 中条小学校より
▲ 津幡小学校より

◀ 刈安小学校の皆さん

令
和
3
年
12
月
2
日
（
木
）

　

赤
十
字
奉
仕
団
と
津
幡

中
Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
よ
る
募
金
活

動
が
、
A
コ
ー
プ
つ
ば
た

店
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

たくさん
の方々の

ご協力あ
りがとう

ございま
した！

＜奉仕団／ JRC 街頭募金の様子＞

A コープつばた店

　カジマートみなみ店等で♪

【赤十字講習会】

募金総額　50,494 円
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地
域
福
祉
活
動

　

各
地
区
・
校
区
委
員
会
で
中

間
評
価
の
報
告
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
来
年
度
は
、
第
３
期
の

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活

動
計
画
を
策
定
す
る
年
と
な
り

ま
す
の
で
、
地
域
の
声
を
計
画

に
届
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
２
期
地
域
福
祉
計
画

地
域
福
祉
活
動
計
画

中
間
評
価
報
告

【
中
条
地
区
編
】

①
思
考
編　

中
条
地
区
の
良
い

所
、
困
っ
て
い
る
所
を
出
し

て
み
よ
う

②
志
向
編　
「
ひ
と
の
ま
」
宮
田

隼
氏
か
ら
居
場
所
に
つ
い
て

考
え
る

③
試
行
編　

あ
っ
た
ら
良
い
も

の
は
何
だ
ろ
う
一
緒
に
考
え

て
み
よ
う

　

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
シ
グ
ナ
ス

に
て
開
催
。
来
年
度
に
は
、
新

し
い
活
動
が
生
ま
れ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

生活福祉資金
◆令和 3年度貸付件数・金額　（令和 3年 4月～ 12 月）
　令和 2 年 4 月から新型コロナウィルス対応の特例貸付を
行っています。今年度も引き続き継続して減収がある方の
延長貸付・再貸付として相談を実施しました。右は月別の
貸付件数と総額の表です。生活困窮者の支援として、新規
の特例貸付相談は令和 4 年 3 月まで受け付けています。

︵
進
捗
状
況
︶

生
活
支
援
連
絡
会

　

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
は
、

ど
の
様
な
見
守
り
が
あ
る
の
か

を
再
確
認
す
る
勉
強
会
を
津
幡

地
区
（
11
／
10
）
と
河
合
谷
地

区
（
1
／
28
）
で
行
い
ま
し
た
。

【
津
幡
地
区
】

　

清
水
区
「
ご
近
所
声
掛
け
隊
」

は
、
災
害
時
の
安
否
確
認
か
ら

班
編
成
変
更
の
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

　

庄
区
で
は
「
思
い
や
り
運
転

あ
り
が
と
う
」
の
標
語
を
看
板

に
し
、
通
学
路
の
危
険
個
所
を

調
査
し
設
置
。
2
つ
の
活
動
紹

介
の
後
、
講
師
か
ら
地
域
で
の

地
域
見
守
り
勉
強
会

見
守
り
を
課
題
に
ご
講
義
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
河
合
谷
地
区
】

　

河
合
谷
く
ら
し
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

「
元
気
印
の
黄
色
い
旗
」
で
の
緩

や
か
な
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
や
今
後
の
取
組
み
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

▼ 生活支援連絡会の様子

第
13
回 

津
幡
町

社
会
福
祉
大
会

令
和
3
年
10
月
5
日(

火)

　

津
幡
町
文
化
会
館
シ
グ

ナ
ス
に
お
い
て
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
貢
献

さ
れ
た
26
名
と
5
団
体
の

方
に
表
彰
状
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
〜
地
域
み
ん
な
で

支
え
る
私
た
ち
の
暮
ら
し

〜
と
し
て
、
制
作
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
上
映
を
行
い
ま
し
た
。
生

活
課
題
を
抱
え
た
世
帯
を

地
域
で
支
援
す
る
体
制
に

つ
い
て
福
祉
関
係
者
と
共

有
い
た
し
ま
し
た
。

＜令和３年度生活福祉資金貸付件数・金額＞

緊急小口資金 総合支援資金 再貸付延長

貸付金額

▼
 元

気印
の黄色い旗
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毎
年
地
域
の
方
対
象
に
権
利

擁
護
の
出
前
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
地
区
社
協
く
ら
し
安

心
づ
く
り
萩
野
台
と
町
の
権
利

擁
護
部
会
の
協
力
を
得
て
、
10

／
7
に
成
年
後
見
制
度
・
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
を
紹
介
す

る
機
会
を
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
弁
護
士
・
司
法
書
士

の
方
々
か
ら
分
か
り
や
す
く
解

説
い
た
だ
き
、
町
の
権
利
擁
護

の
相
談

が
で
き
る

「
中
核
機

関
」
も
紹

介
さ
れ
、

地
域
の

方
々
か
ら

も
活
発
に

質
問
が
か

わ
さ
れ
ま

し
た
。

ふれあいいきいきサロンは、身近な場所で
介護予防や健康増進を合言葉に活動中です。

臨時代表者会議 令和 3 年 11 月 29 日

　金城大学看護学部から高齢者サロン（地域
サロン、ふれあいサロン）参加者の健康に関
するアンケートに協力しました。
　金城大学の教授からは、町全体をあげて活
動している様子に驚き感動したと、お言葉を
頂きました。

権
利
擁
護
講
座

　

令
和
3
年
11
月
10
日
に
「
地

域
で
住
む
ひ
と
の
く
ら
し
を
考

え
る
勉
強
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
に
福
祉
が
専
門
で
あ
る

長
田
貴
先
生
を
お
招
き
し
、
社

協
職
員
や
役
場
福
祉
課
職
員
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
相
談
支
援

専
門
員
等
の
専
門
職
や
民
生
児

童
委
員
が
集
ま
り
、
地
域
で
暮

ら
し
続
け
た
い
と
願
う
人
の
支

援
に
つ
い
て

理
解
を
深
め

ま
し
た
。

地
域
で
住
む
ひ
と
の

く
ら
し
を
考
え
る
勉
強
会

　会を代表して「なんつっ亭み
ちょぱさん」に「たけのこ」の演
目で落語を披露してもらいまし
た。いきいきサロンボランティア
講師一覧に「おきらく語の会」が
登録となりましたので各サロンで
お招きください。

津幡おきらくごの会

いきいきサロン
ふれあ

い ＊いきいきサロンへ行ってみたい方、近所でサロンを開いてみたい方、社会福祉協議会までどうぞお気軽にご相談ください !

　津幡町商工会女性部・明治安田生命保険相互会社津幡営業所・
いしかわフードバンク・ネットより食品等の提供を受け、第 1 回
フードパントリーを開催しました。

フードパントリー

●フードパントリーとは
　誰もが困ったときに無償で食の支援が受けられる場所（活動）です。
フードパントリーでは、フードドライブやフードバンクに寄付された食品を、
生活困窮者やひとり親家庭の方々に提供しています。

津幡町の町民落語サークル

▼ 萩野台コミュニティセンターにて

  12 月 28 日（火）には、

三和物産㈱より、生活困

窮者の方へおせち料理の

提 供 が あ り、10 世 帯 へ

お渡ししました。
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身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

●
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

令
和
3
年
11
月
7
日(

日)

　

第
67
回
石
川
県
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
が
、
宝
達
志
水
総
合

体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

  

津
幡
町
か
ら
は
石
川
県
知
事
表

彰
を
鈴
木
眞
理
子
氏
、
石
川
県

身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

長
表
彰
を
坂
元
順
一
氏
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
12
月
3
日

（
金
）に
は
、条
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
で
交
流
会
を
開
催
。
19

名
の
方
が
参
加
。
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
講
師
指
導
の
下

「
ス
ク
エ
ア
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
行
い

ま
し
た
。

諸団体
　だより

仲間とワクワク
エンジョイ！

令
和
3
年
度 

各
大
会
表
彰

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

●
県
知
事
杯
Ｇ
Ｇ
大
会
優
勝

令
和
3
年
10
月
19
日(

火)

　

第
20
回
石
川
県
知
事
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
津
幡
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
男

性
チ
ー

ム
が
総

合
優
勝

を
果
た

し
ま
し

た
。

●
タ
オ
ル
１
人
１
本
運
動

令
和
3
年
10
月
〜
12
月

　

各
ク
ラ
ブ
で
総
計
三
千
本
近

く
の
タ
オ
ル
が
収
集
さ
れ
、
町

内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
9
箇
所
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
2
箇
所
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
協
議
会

●
研
修
会

令
和
４
年
１
月
７
日(

金)

　

第
５
回
民
生
児
童
委
員
協
議

会
定
例
会
時
に
実
施
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

講
師
と
し
て
、
一
般
社
団
法

人
い
ち
は
ら
あ
き
こ
社
会
福
祉

士
事
務
所
の
市
原
明
子
氏
を
招

き
、「
と
も
に
は
ぐ
く
む　

介
護

保
険
津
幡
町
編
」
と
題
し
、
改

め
て
基
礎
か
ら
介
護
保
険
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
真
剣
な
眼
差
し
で
講

義
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

母
子
寡
婦
福
祉
部
会

●
町
外
バ
ス
研
修

令
和
3
年
10
月
30
日(

土)

　

母
子
寡
婦
会
員
及
び
母
子
親

子
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
町

外
バ
ス
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
子
ど
も
を
含
め
17
名

で
し
た
。

　

今
回
は
「
金
沢
港
ク
ル
ー
ズ

タ
ー
ミ
ナ
ル
」
と
「
大
野
か
ら

く
り
記
念
館
」
を
見
学
し
ま
し

た
。

大野からくり記念館
館長の説明に
思わず笑顔に…

金沢港クル
ーズター

ミナルでは
、お天気

もよく海風
が気持ち

よかった

◆
第
70
回
石
川
県
社
会
福
祉
大
会

◎
石
川
県
知
事
表
彰

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員

・
武
田
裕
一(

加
賀
爪)

○
社
会
福
祉
事
業
従
事
者

・
藤
本
欣
也(

潟
端)

・
樋
敷
美
咲
（
太

田
）

○
社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
役
員
等

・
生
瀬
美
保(

清
水)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者

・
松
本
志
代(

潟
端) 

◎
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

○
社
会
福
祉
事
業
従
事
者

・
河
野
規
美
子(

庄)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
及
び
活
動
団
体

・
西
川
洋
子(

川
尻)

・
小
口
千
代(

浅

田)

・
宮
西
与
志
勝(

津
幡)

・
中
谷
眞

理
子(

北
中
条)

・
高
坂
邦
夫
（
太
田
）・

河
合
外
茂
子
（
能
瀬
）・
高
崎
千
恵
子

（
領
家
）・
な
で
し
こ
種
（
種
）・
か
す

み
草
（
能
瀬
）

◆
第
13
回
津
幡
町
社
会
福
祉
大
会

◎
津
幡
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

○
社
会
福
祉
事
業
従
事
者

・
山
郁
美(

杉
瀬)

・
北
井
奈
津
子(

か

ほ
く
市)

・虎
谷
有
美
子(

か
ほ
く
市)

・

杉
本
章
子(

か
ほ
く
市)

・
道
原
明
子

(

か
ほ
く
市)

・
三
野
司(

北
中
条)

・

吉
田
や
す
よ(

東
荒
屋)

・
橋
本
千
明

(

舟
橋)

・川
上
希（
庄
）・宮
田
昇（
竹
橋
）

○
社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
役
員
等

・
広
村
厚
子(

津
幡)

・
池
田
光
代(

南

中
条)

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体

・
鳥
越
つ
い
た
ち
会(

鳥
越)

・
サ
ロ

ン
ご
た
ん
だ
（
五
反
田
）・
サ
ン
ラ
イ

フ
サ
ロ
ン
（
庄
）・
な
か
よ
し
サ
ロ
ン

鳥
屋
尾
（
鳥
屋
尾
）・明
井
サ
ロ
ン
（
明

神
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者

・
谷
口
智
子(

井
上
の
荘)

・
小
蕎
洋

子(

太
田)

・
越
坂
良
恵(

竹
橋)

・
赤

坂
久
子(

倉
見)

・山
本
久
子
（
倉
見)

・

山
田
〆
子
（
太
田)

・
石
山
春
江(

南

中
条)

・
大
崎
和
代(

加
賀
爪)

・
川
西

範
子
（
川
尻)

・熊
澤
裕
可
里(

刈
安)

・

荒
瀬
裕
子
（
か
ほ
く
市
）・
板
坂
美
知

子
（
中
須
加
）・山
田
喜
久
代
（
横
浜
）・

廣
瀬
武
志
（
田
屋
）

◆
第
67
回
石
川
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会

◎
石
川
県
知
事
表
彰
（
援
護
功
労
者
）

・
鈴
木
眞
理
子
（
太
田
）

◎
石
川
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

長
表
彰
（
援
護
功
労
者
）

・
坂
元
順
一
（
北
中
条
）

◆
津
幡
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

◎
津
幡
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

・
室
谷
武
尚
（
清
水
）・
二
羽
隆
司(

津

幡)

◆
津
幡
町
戦
没
者
遺
族
会

◎
感
謝
状

・
河
原
考
市
（
津
幡
）・
坂
井
安
和
（
加

賀
爪)

・
小
田
豊
美
（
津
幡
）・
小
坂

友
雄
（
太
田
）・
嶋
田
良
一
（
田
屋
）・

田
川
紀
二
（
種
）・
坂
本
武
夫
（
七
野
）

◆
第
60
回
石
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

◎
石
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

表
彰

・
田
中
稔
雄
（
倉
見
）

◆
津
幡
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会

◎
津
幡
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
表
彰

・菅
田
茂
信（
清
水
）・木
綿
た
き
子（
清

水
）・木
村
誠
（
庄
）・米
田
義
幸
（
庄
）・

勝
泉
と
き
子
（
庄
）・尾
崎
久
子
（
庄
）・

中
嶋
浩
二
（
庄
）・
山
本
正
子
（
庄
）・

山
藤
悠
紀
子
（
北
中
条
）・
山
﨑
美
津

子
（
八
ノ
谷
）・
山
本
み
ゆ
き
（
種
）
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11
月
18
日
／
中
条
小
学
校 

6
年
生

岩
崎
大
輔
選
手

半
田
幸
司
選
手

12
月
2
日
／
井
上
小
学
校 

４
年
生

岩
崎
大
輔
選
手

清
水
大
葵
選
手

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
人
気
急

上
昇
の
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ムJam

aney

石
川

の
岩
崎
大
輔
選
手
（
白
山
市
社

協
勤
務
）
と
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の

方
を
迎
え
、
児
童
の
皆
さ
ん
で

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

岩
崎
氏
の
講
義
で
は
「
普
通

の
人
よ
り
生
活
上
の
工
夫
が
少

し
多
い
だ
け
」「
何
に
困
っ
て
い

る
か
、
障
が
い
の
方
に
よ
っ
て

違
う
か
ら
、
ま
ず
声
か
け
が
大

切
」
と
い
う
事
を
学
び
ま
し
た
。

ボランティアだより

～児童のボランティア活動普及事業～
Junior Volunteer

《車いすバスケットと岩崎選手のお話》

11
月
19
日
／
英
田
小
学
校 

４
年
生

11
月
26
日
／
太
白
台
小
学
校 

４
年
生

11
月
30
日
／
条
南
小
学
校 

４
年
生

12
月
14
日
／
井
上
小
学
校 

５
年
生

 　　

地
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

協
力
の
下
、
講
師
に
日
本
赤
十

字
社
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
北
村
裕
一
氏
を
迎
え
て
、

小
学
校
児
童
を
対
象
と
し
た
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
行
い

ま
し
た
。

　　

簡
易
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の

作
り
方
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

避
難
所
も
想
定
し
て
、
地
域
の

人
た
ち
が
避
難
者
役
と
な
り
、

避
難
者
の
気
持
ち
を
考
え
な
が

ら
声
掛
け
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

《
災
害
編
》

▲ 避難している方の目線に降りて
声をかけましょう

▲岩崎選手の普段のくらし

▲ 買い物で困るのはどっち？

▲ 避難者の要望を本部に報告します ▲ 段ボールベッドを体験しました ▲ 児童のみなさんと地域のみなさんで
感想を述べました

太白台小

条南小

英田小

井上小

中条小

井上小

寄り添う

気持ちを

大切にしよう！

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

で
フェ
イスシールド作成！

＊プルタブは「つばた Reco」で回収しています！

日本海電化鋳造 ( 株 )、西川義忠司法書士事務所、( 株 ) 愛昴、津幡町シルバー人材センター、道村電機水道
のんきサロン、いきいきサロン笑、津幡町商工会、津幡ふるさと歴史館れきしる、津幡町立図書館
山口和枝、森川美智子、永山文子、奥池麗子、佐々木喜美恵、宮木正一、森田恵子、前後和雄、木村美伸
林裕子、元川雅子
                                                                                                                                                                （令和 3 年 6 月 29 日～令和 3 年 11 月 25 日現在／順不同・敬称略）

収集ボランティア
古切手、ハガキ、テレカ、歯ブラシ (未使用 )等のご寄付をいただき、有り難うございました！



▼
養
成
講

座
「子どものあそび」

つ
ば

た
ま

ち
社

協
だ

よ
り
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fax.076-288-6748    http://tsubatashakyo.m

ain.jp/    e-m
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shakyo@
po4.nsk.ne.jp

津幡町社会福祉協議会 親子支援センター
津幡町文化会館シグナス内（１階）  Tel.288-6276 （代表）

9︓00 ～ 17︓00　休／土・日・祝日・年末年始

親子支援
津 幡 町 社 会 福 祉 協 議 会

乳幼児に大切な
遊びとおもちゃ

のお話

令和 3 年 11 月 16 日（火）
英田コミュニティプラザ　

　木のおもちゃのお店「りぷか」の川上さ
んをお迎えして、実際におもちゃに触れ、
子育てサポーターが見守る中、子どもの創
造性を膨らませる声掛けや関わり方につい
て学びました。

　ファミリー・サポート・センターの提供会員と
しての活動以外に、子育てサポーターとして親子
支援センター行事での親子との交流や、お子様の
見守りをおこなっています。

令和３年度  子育てサポーター養成講座
令和 3 年 8 月 27 日～ 11 月 18 日（全 4 日間）

子育て支援者として必要な知識と技術を
学び、今年度は 8 名が修了いたしました。

ファミリー・サポート・センター

子育て講習会

▼養成講座「普通救命講習」

☆パネルシアター☆

☆みんなでダンス♪☆☆クリスマスロビーコンサート☆

みんなの笑顔が

元気のもと♪

子育てサポーターの
活動紹介

企画から準備、練習と

子育てサポーターの

皆さんのパワーは

すごいです !!


